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原 ますみ

1.ま えがき

服装の中で最も歴史の浅いのが履物であることは,未 だに原始的な生活をしている未

開の人々を見れば明 らかである。服装文化 も進み,他 の文化と同様に必要に応 じて生活

環境の厳 しい所か ら進み,最 後に履物に及んだ ことが容易に推測できる。 したがって最

初の履物が何時,何 処で使われたかを知ることは困難であるが,狩 猟文化が農耕文化に

先ん じたと判断すれば,そ の原型は動物の皮を用いた もので,そ の後はそれぞれの自然

環境 と生活様式にともなって,発 展 したものと考え られる。ギリシヤ,ロ ー一マ時代の喜

劇役者が履いた皮の軽い靴(Socks)が 風俗文化の発達と共に繊維織 り靴下に変 り,日
シタウズ

本では奈良朝の頃か ら富裕階級に使われた 襪(指 股のあいていない革製の外履き)(図

1)が 現在の足袋 の原型 といわれる。足袋,

靴下 と も原型 の形状,材 質 は同様で あったが,

足袋 は併 用す る履物 と共 に大 き く変 ったわ け

で ある。 又,服 飾 品は服装 の主体 とな る衣 服

に適合 す るよ うに工夫 された もので あるか ら,

洋服 と和服 のそれが異 ることは当然で,足 袋

は和服 にコーデネ ー トす るユニークな履物 で

あ る。足袋 はその字 の通 り,足 の袋であ り,

又,靴 下(Socks・Stockngs)も 同様,足

の袋 であ る。両者 とも足 の保護,保 温 を目的
図1襪

と して,同 一 の単純 な原型か ら,併 用 され る履物 に適応 す るよ うに発展,分 化 した もの

で,鼻 緒 ずれ,靴 ず れか ら皮膚 を護 り,足 の防汚に役 立っ,い わ ゆる履物 の下着的役割

を もっよ うにな った ことも同様 で ある。筒 部の長 さも,用 途,衣 服,履 物 に適合す るよ

うに変化 した ことは,長 ズボ ンに はソ ックスを,ス カー トや ニ ッカボ ッカース にはス ト

ッキ ングを,鳶 職,火 消 しは長 足袋 を と使 い分 け した ことでわか る。 靴下 と足袋 の大 き

な相異点 はその構造(指 股のあ るな し)と 布地 であ るが,最 近では草履 と靴の何れ に も
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適用で きるタ ビックス も市販 されてい る。 足袋 の長所 は指股 によ る機 能性 で ある。軽 く

て足 にフ ィッ トす るので,単 独 に外履 きと して使用で き,高 所や狭 い場所で の作業 にも

適 している。以下足袋 について知 り得 た ことを若干述べ る。
＼

2.足 袋 の歴史

足袋 の原型 と言 われ る襪は奈良朝以前か ら存在 した と言われ,こ れ は鹿 の一枚皮の半

靴(筒 のない浅い靴)で あ ったか ら,単 皮(タ ンピ)と も呼 ばれ,こ れが タ ビにな った
タ ビ

との説 もある。又,承 平年間(931～938)の 「和名類聚鈔」には多鼻の文字が用いら

れている。室町時代か ら安土桃山時代までは紫が流行 し,婦 女子は紫の革足袋や,小 桜

小紋など模様のあるものも履いたといわれる。色足袋 は今もなお歌舞伎,舞 踊,狂 言に

名残 りをとどめている。寛永16年 の鎖国令にもとず く輸入革の不足 と明暦3年 の江戸大

火後,革 類が不足 したので,木 綿の紐足袋が庶民の問に普及するようになった。又,こ
クルワ

の頃町人が廓通いに使 った紙足袋は 「一夜足袋」 ともいわれた。木綿足袋は革と違って,

臭いがなく履 き心地が良いので,身 分や男女の区別なく用い られた。

3.足 袋の構造

足袋は甲と底か らできてお り,甲 は内甲(親 指側)と 外甲(4本 指側)に 分かれてい

る。(図2,足 袋 の構造)そ の留 め具 も紐か

らボタ ン,コ ハ ゼ と変 った。最近,栃 木県 の宇

津家 よ り発見 された足袋 は多種多様 の形状,材

質 か らな り,明 治 初期は足袋のデザイ ン上 の変

革期であ った と考 え られ る。

4.足 袋の種類

次 に足袋 をその留具,構 造,用 途別 に類別 し,

その特徴 につ いて述べ る。

図2足 袋の構造

(1)紐 足袋

紐足袋 は紐 によ って着装す る足袋 で,特 徴 は足

首 の筒 が長 い ことで ある。筒 の前部を開 いて着 脱

し,そ の前基部 につけ られ た2本 の紐 を筒 部 に巻

き込 んで用い,幕 末 には片紐 にな り,現 在で は姿

を消 して しま った。(図3,,紐 足袋)

(2)ボ タン足袋

着脱に便利なボタン掛の足袋が西鶴の 「好色一
タ ビ モミ

代男,巻 四」 に 「足踏 は白綸子 に紅 を付 け,ぼ た
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ん懸 に して」 とあ る。初 期の ものは,前 部の内 甲にボ タ ンを付 け,外 甲にボタ ン穴を あ
チ

けて,留 めて いたが,の ちには後部 を開けて,ボ タ ンと乳 をっ けて いる。宇津 家遺品 に

見 られる足袋で は,ボ タ ンは共布 で綿 を くるんで玉 に した もので ある。

(3)こ はぜ足袋

鞐(コ ハゼ)は その字 の通 り,革 製 の ものを

上下 閉 じ合 わせた もので,小 鉤,甲 馳 の字 も使

われてい る。元録時代の書 「五元集」に 「沓足

袋 や,こ はぜ に残 る初桜」 とあ り,こ の頃か ら,

こはぜが一般 に用 い られ ていた ことがわか る。

中国 で象牙,鯨 のひげ,魚 の骨な どで,財 布 の

爪或 は留具 と して用 い られて いた物が,日 本 で

足袋 に応 用 され,そ の後真鍮製 となり,金 属 の 図4コ ハ ゼ足袋

延 べ板の周 囲 にふ くりんが付 け られた現在 の こはぜ とな ったよ うである。 こはぜは普通

三枚 ～四枚で五枚の もの もある。(図4,コ ハゼの足袋)

(4)そ の他 の足袋

江 戸時代 の地下足袋 は,刺 底,石 底 であ ったが,明 治末 期には ゴム底 の地下足袋 が作

業用 履物 と して利用 され るよ うになった。旅行 用 には,丈 夫 に補 強 された大津足袋 があ

る,こ れは足 を痛 めないよ うに底の周囲を外縫 したもので ある。

5、 足袋 のサイズ と素材
ビタ

足袋の寸法 は文数で表示 され,一 文は寛永通宝(図5),俗 に鐚
セン

銭 の直径 にあた り,鯨 尺六分四厘(2.4cm)で あ る,更 に一文は

三 分,五 分,七 分 と三段階 に細か く分け られ た。

年 令に応 じて豆足袋(六 文半 まで),相 型(七 文 か ら八 文半 ま

で),大 人物(八 文 七分以上)に 分類 された。(メ ー トル法によ

る足 袋文数表 参照)(図6)

図5一 文銭

足 袋の素材 として,古 くは,熊 皮,

鹿皮,猿 皮 が用い られた。現在で は表

地 に は,木 綿 の平織が最 も多 く,絹 地

では羽二重 が使 われ,日 常用 には ビロ

ー ド,別 珍,コ ール天 などの色物(赤,

紺,青,緑,紫,海 老茶,蕉 茶)も あ

図6メ ー トル法 による足袋文数表

21cm 21.5 22 22.5 23

1

23.5 24 24.5

8文7分 9文 9文3分 9文半 9文7分 9文8分 10文 10文3分

細一特別 に細 い足袋

柳一細 めの普 通足袋

梅 一 やや 甲高 の足袋

牡丹一 特別 甲高 の足袋

あ るが,白 生地の足袋 が最 も普通 である。
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6.お わ りに

日本人程,外 国の文化を際限な く取 り入れ貪欲に消化 した国民は無いと思う。これが

今日の経済発展を築いた要因であり,日 本人の優れた特性である。然 し反面,そ の故に

自主性を喪失 し,良 否の見境いなく外国 の風習を模倣 し,フ ァッションに溺れ,生 活様

式を複雑にしていることも否定で きない。好奇心が強 く,絶 えずハ ングリーであること

は,発 展に欠かせないメンタルな要素であるが,限 りなく利益を追求 して人に迷惑をか

け,他 人の商業政策に乗せ られて浪費に陥 り易い。大部分の人が,余 裕のある限 り,和

洋折衷の優雅な生活を送 り,花 嫁 さんのように毎 日お色直 しをしたいと思 っているので

はなかろうか。最近の経済調査で,一 人当りの平均年間収入に対する繊維製品の消費量

は,日 本人が世界最高であることが判 った。 これには高度経済成長による贅沢指向や生

活様式の多様性等色々の要因が考え られる。最近諸種の式典,祭 典の折には,若 い人達

のバ ラエテーに富んだ服装,特 に華麗な和服姿が目立っようになった。今や,和 服から

は,普 段着の性格が薄れ,高 価な晴れ着 という印象を受ける。チョン髷,着 物姿のお相

撲 さんや,日 本髪を結 った花嫁さんのようなパーフェク トな和装には或る種の落着 きと

風雅 さを感ずるが,洋 装のヘアスタイルで も和装に自然に調和 して異和感す らないのは,

見馳れているせいであろう,然 し安易に見過せないのは足 もとである。和服に靴,洋 服

に草履では不恰好である。草履 も着物 と同様に華美になったが,足 袋はあまり変って

いない。元来人間の足は走 るのに最適の構造 とは思えないが,足 の指は挟む機能を残 し

ている証拠であろう。日本の履物は,こ の機能を利用 し,助 長す るのに役立っていると

言える。和服の短所は運動性に欠けることであり,足 袋の軽快 さと指股は,こ の短所を

補 って余 りある単独の長所である。
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